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今、皆さんは全力で駆け抜けた4年間のゴール地点にいます。

そしてその場所は、皆さんの夢のスタート地点です。走り続ければ、きっと夢は叶います。 ―――君に光あれ

卒業おめでとう!



　我が淑徳大学を巣立っていかれる卒業生の皆さんのご卒業を心からお祝い申し上げます。そしてまた、卒

業後の皆さん一人ひとりのこれからの人生が実り豊かで幸多からんことを切に願うものであります。

　この度の卒業生の皆さんは、本学の創立50周年の年に４年次生として卒業年次を過され、この１年間、大

学の50年の歴史と「建学の精神」を今一度確認する機会を様々な形で持たれたことと思います。卒業の年にそ

うした機会を持てたことは、卒業に向けて、「我が淑徳大学での学び」が何であったのかを皆さん一人ひとりが

改めて確認するために大変意義のあることであったと思います。

　今までにも皆さんが在学中機会あるごとに申し上げてきましたが、これから皆さんの母校となる我が淑徳大

学は、学祖・長谷川良信先生の作詞による「淑徳大学学歌」の歌詞にも見られるように、また本学を象徴する

ものとして既に定着している「トゥギャザー　ウイズ　ヒム」という言葉にもあきらかなように、大乗仏教の精

神に基づく「利他共生の理念」を建学の精神とし、それを基盤として、現実の人間や社会の問題と課題に真摯

に向き合い、そこでのアクチュアルな取り組みを通して、各学部、各学科のそれぞれの専門の学修を共に「実

学教育」として学ぶことを教育目的としています。

　この度、平成27年度本学を卒業される皆さんは、それぞれ、総合福祉学部（社会福祉学科・教育福祉学科・実践心理学科）、コミュニティ政策学部（コ

ミュニティ政策学科）、看護栄養学部（看護学科・栄養学科）、国際コミュニケーション学部（文化コミュニケーション学科・人間環境学科）、経営学部

（経営学科・観光経営学科）で学ばれた方々です。しかし、皆さんが学ばれた学部、学科がいかなる学部、学科であろうと、皆さんの淑徳大学での４

年間のそれぞれの学部、学科の専門課程における知識やスキルの学び（学士としての学び）はすべからく、本学の教育を支える「利他共生の理念」と「実

学教育」に基礎づけられた学び（淑徳の学び）であることを忘れないでください。何故なら、そのことを忘れないが故に、皆さんは他でもない、「“ この ”

淑徳大学の卒業生」たり得るといえるからです。そうした意味で、皆さんがこれから社会の中で、自らを「淑徳大学の卒業生」として、揺るぎない誇り

と自信をもって生きていかれることを切に願っています。

　そして最後に、毎年卒業される皆さんに贈る言葉として申し上げていることを、今年度の卒業生の皆さんにもお伝えしておきたいと思います。それ

は学祖・長谷川良信先生が自らの生き方の核とされ、また生涯の座右の銘とされた「感恩奉仕」という言葉についてです。この言葉は、本来仏教思想

に深く根ざしている言葉ですが、それを私は次のように理解しています。つまり、この言葉は「私たちは誰しも自分の力だけでは生きてはいないのであ

り、必ずや自分以外の他に生かされて生きている存在であり、そのことを深く自覚したとき（感恩）、自ずと他を生かすという行動（奉仕）が生まれてくる」

という意味だといえます。したがって、この言葉は淑徳大学の「建学の精神」である「利他共生の理念」の実践的基盤と、「教育目的」である「実学教育」

の思想的基盤をともに支える大切な言葉だと思います。そうした意味で、ここに卒業される皆さんにとって、母校の「建学の精神」が皆さんの卒業後の

これからの人生を生きていくための力強い支えとなることを心から願うものであります。
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理事長賞／経営学科

大木 忠彦
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総代／コミュニティ政策学科

永見 慶太
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三島木 大樹

総代／実践心理学科

奥山 彩音
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清水 莉緒

● 全ての始まりは努力から
　大学生活の中でブラジル派遣研修
をはじめ多くの海外経験を積むこと
が出来ました。新しい世界を知ること
で日本社会や自身の価値観を見直す
きっかけとなり、一つ一つの経験が人
生の財産になりました。目の前のこと
を地道に精一杯努力することが、夢
への実現の一歩であると確信しまし
た。今後は世界を舞台に社会貢献し
ていきたいと思います。お世話になっ
た皆様に心より感謝申し上げます。

● かけがえのない時間
　淑徳大学での4年間は、私にとって
かけがえのない時間となりました。保
健師になりたいという想いのもと大学
に入学し、勉学や実習に励みました。
机上の知識だけでは、学ぶことので
きない、実際の現場での看護・保健
活動を実習で学ぶことが出来ました。
これまでの学びを活かし、保健師とし
て成長していきたいと思います。4年
間でお世話になった沢山の皆様、本
当にありがとうございました。

● 淑徳大学での友人との共生を通して
　学生生活で最も思い出に残っている
事はシンガポールでの海外研修です。
現地に進出している企業を通しての学
習や観光名所、文化に触れる事がで
き、また友人との仲をより深める良い
経験となりました。大学での4年間は
短い為、1日を大切にすることが悔い
の残らない学生生活を送るためには
必要だと感じました。淑徳大学での学
びを社会人生活で生かせるようこれか
らも努力を続けていきたいです。

● 広い視野を得られた4年間
　入学時には長いように思えていた４年間でしたが、今思い返すとあっ
という間に過ぎた時間だったと思います。この大学生活で強く感じた
ことは、自分の関心がある分野のみではなく、多面的な視点が大切で
あることと、人のつながりは無形の財産であることです。社会に踏み
出していくに当たり、これを忘れずに行きたいと思います。

● これからも大学での学びを実践したい
　淑徳大学で過ごした4年間は、とても充実したものでした。「共生」
の理念をどのように実践していけばよいのだろうかという問いは、こ
れからの人生において度々ぶつかる壁であると感じます。大学におけ
る学びを糧にこれからも精進してまいります。
　ここまで歩んでくることができたのは、様々な方に支えていただい
たおかげです。お世話になりましたすべての方々に、心より感謝申し
上げます。

● 先生方からの教えを活かしていく
　「教師になりたい」という思いを胸に、４年間学び続けてきました。
辛いこともありましたが、周囲の方々に支えていただき、今日を迎える
ことができました。
　先生方には、教師として大切な多くのことを教えていただきました。
４月から小学校教諭として、子ども達を認め、褒め、励まし、育てて
いきます。そして、一人一人が輝く学級を目指します。
お世話になった皆様に心より感謝いたします。

● 主体性を育んだ大学生活
　私は、この大学の4年間で「様々な活動への参加」と「人間関係の構
築」に努めてきました。何事にも積極的、主体的に取り組み、活動の
幅を広げてきました。3年生からのゼミでは、矢尾板先生の活動に多
く参加させて頂き、現場で学び行動する力を伸ばすことができました。
また、実社会の方々からご指導も頂けました。長いようであっという
間でしたが、とても充実していました。

● 支えられ、共に歩み続けた四年間
　私の大学生活は夢を叶えるため努力し続けた四年間でした。時には
努力することを辛く感じ、夢を諦めかけたこともあります。けれどそん
な時、いつも私を励まし支えてくれた親友たちがいます。そんな親友
たちと過ごした淑徳大学での四年間は私にとって最高の宝物です。
　また、大学に通わせてくれた家族や指導して下さった先生方、お世
話になった皆様、本当にありがとうございました。

● 人生の財産となった四年間
　淑徳大学にて過ごした日々は私の人生において代えがたい日々とな
りました。ただ楽しいばかりではなく大学生活を辛いと感じた時もあ
りましたが、振り返ると大学生活内で努力したことは私の財産となりま
した。また、困難な出来事は決して一人で乗り越えたのではなく、大
学で出会った方々に支えられたことが大きな力になったと感じていま
す。お世話になった皆様に心から感謝いたします。

● 大学生活４年間を振り返って
　大学生活では、学業を中心にサーク
ル活動や実習など多忙な日々を過ごして
いました。中でも、サークル活動や学
内研修を通して広がる人間関係は、自
身の視野を広げ視座を高めていくことが
できて人生の大きな財産になりました。
また、多くの困難に乗り越えていくため
に支えてくれた家族や教授、切磋琢磨し
合った友人に心から感謝申し上げます。
今後もより一層成長できるよう、日々努
力を継続していきたいと思います。

● 成長することができた4年間
　大学生活は多くの人に支えられ、
日々成長することができた4年間でし
た。幾多の困難を前に悩み苦しんだ
こともありましたが、それらを乗り越
えられたのは、いつも親身になり温
かくご指導をして下さった先生方、苦
楽を共にした友人達、応援し続けてく
れた家族の存在があったからだと思い
ます。今後も感謝の気持ちを忘れず、
成長できるよう日々努力していきます。
ありがとうございました。

● あっという間の４年間
　私は４年間でたくさんのことに「挑
戦」できました。
　サークルでは、やったことのないこ
とへの挑戦。勉強面では、出来るこ
とを全力でやることへの挑戦。たくさ
んのことに全力で挑戦しました。それ
も、この淑徳大学で出来た素敵で大
切な友達の応援や、いつも背中を押
してくれる両親のおかげです。この経
験を頑張る源にして、これからも「挑
戦」することを諦めず頑張ります。

● 淑徳大学での思い出
　学生生活での思い出は短期海外研
修です。研修先でさまざまな体験を
しました。写真だけでは伝わらない
建築物の荘厳さや内装の細かいとこ
ろまでを見たり、また現地の人との交
流を通じて積極的なコミュニケーショ
ンの大切さを知ったことが、自分の
視野を広げる良い刺激になりました。
大学4年間で学んだことを今後の自分
の生活に活かして社会で活躍してい
きたいです。

● 支えられてきた感謝を行動に
　淑徳大学での4年間は常に人の温か
さを感じることが出来た時間でした。
特に小学校や保健センターでの実習
では楽しいことだけでなく、悩むこと
や大変なこともありましたが、そんな
時にはいつも友達や家族、先生方が
支えてくださいました。本当に感謝し
ています。卒業後は私が多くの方を
支えられるようになりたいと思います。
お世話になった皆様、本当にありがと
うございました。

● 自分を成長させてくれた場所
　私はこの四年間で、自分に自信を
つけて社会に出たいという思いから、
色々な事に挑戦してきました。そのよ
うな挑戦に全力でバックアップをして
くれるのが、淑徳大学です。大学生
活は色々な経験をする事で自分を成
長させられる大切な時間です。ただ
毎日を過ごしていくだけではなく、淑
徳大学という恵まれた環境での時間
を有意義に活用し、より充実した大
学生活を送ってください。

総合福祉学部　各賞受賞者

コミュニティ政策学部　各賞受賞者

看護栄養学部　各賞受賞者

国際コミュニケーション学部・経営学部　各賞受賞者

● 浄土門主賞	 教育福祉学科	 澤田 　一妃

● 千葉市大学市長賞	 コミュニティ政策学科	 木村 　有花
● 長谷川研究奨励賞	 コミュニティ政策学科	 永見　 慶太

● 浄土門主賞	 看護学科	 齋藤 　　翠

● 浄土門主賞	 人間環境学科	 青木　 玲奈

● 千葉県私立大学短期大学協会会長表彰
　栄養学科	 紫関 　菜摘
● 一般社団全国栄養士養成施設協会理事長表彰
　栄養学科	 宮園 あかり

● 全国保育士養成協議会長賞
　教育福祉学科	 齊藤 さゆり
● 日本精神保健福祉士養成校協会長賞
　社会福祉学科	 恩田 　恭子

● 特 別 賞	 文化コミュニケーション学科	 丹羽 　美里	 文化コミュニケーション学科	 杨　　　 婷
● 卒業論文・制作コンテスト入賞者

　最優秀賞	 文化コミュニケーション学科	 山口　 　茜
　優 秀 賞	 文化コミュニケーション学科	 吉野 彩由美
　佳　　作	 人間環境学科	 鈴木 　友梨	 文化コミュニケーション学科	 萩尾 　知波
　	 観光経営学科	 高篠　 圭太

● 長谷川研究奨励賞
　社会福祉学科	 三島木 大樹	 実践心理学科	 宮崎　 　拓
　教育福祉学科	 松野 　菜智	 教育福祉学科	 渡辺 さくら
　教育福祉学科	 岩瀨　 玲南	 教育福祉学科	 角田 　　澄
● 特別表彰	 社会福祉学科	 間山 　拓都

● 一般社団法人日本私立看護系大学協会会長表彰
　看護学科	 福原　 優美
● 公益社団法人日本フードスペシャリスト協会会長表彰
　栄養学科	 柴田 依里奈

● 日本社会福祉士養成校協会長賞
　社会福祉学科	 後藤 　麻衣
● 千葉県知事賞
　教育福祉学科	

総合福祉学部

コミュニティ政策学部

看護栄養学部

経営学部

国際コミュニケーション学部
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